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202６.3月期 第1四半期 連結決算状況

2026年3月期第１四半期は、売上高１２９.5億円（対前年増加額 ＋19.1億円）、

経常利益8.4億円（対前年増加額 ＋2.7億円、増加率 +49.0%）となり、ともに過去最高を更新

（百万円）

2025年3月期 第1四半期 2026年３月期 第1四半期

実績 実績

前年同期比

全体に占める
割合(%)

全体に占める
割合(%)

上期業績予想
業績予想に対する

達成率
増減額 増減率

売上高 11,040 -- 12,956 -- 24,500 52.9% 1,915 17.4%

売上総利益 2,094 19.0% 2,494 19.3% -- -- 400 19.1%

販売費および一般管理費 1,557 14.1% 1,684 13.0% -- -- 126 8.1%

営業利益 536 4.9% 810 6.3% 1,427 56.8% 274 51.1%

経常利益 567 5.1% 845 6.5% 1,490 56.8% 278 49.0%

親会社株主に帰属する
当期（四半期）純利益

302 2.7% 506 3.9% 960 52.8% 204 67.6%

●売上高は、前年度に開設した当社グループ最大規模となる3PLセンター（川西LC）の本格稼働に加え、既存の大手EC向け大型３PLセン

ターでの取扱量の増加、前年度下期より連結を開始した(株)ネオコンピタンスの連結期間通期化、大手EC向け輸送業務の拡大、GIGA

 スクール構想による端末の更新案件の受注などにより、幅広い事業領域で増収

●経常利益は、上記記載の幅広い事業領域での増収に加え、既存の大手EC向け大型3PLセンターが安定稼働に入ったことにより、増益に貢献

※LC：ロジスティクスセンターの略
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売上高・経常利益推移 〔第1四半期比較〕

売上高（第１四半期） 経常利益（第１四半期）

（百万円）（百万円）

新センター開設に伴う先行投資が
発生したこと等により、僅かに減益

神戸西LC開設に伴う人材への投資費
用や、子会社化した(株)ネオコンピタ
ンスの株式取得に伴う取得関連費用
（0.8億円）の発生等により、減益

＋49.0%

●2023年3月期は2022年3月期下半期に参入したインフラ資材購入業務の通年化や山神運輸工業㈱及び㈱旅人の買収により

成長、2024年3月期は大手EC向けに流山LC、北大阪LC、神戸西LCの開設等により成長、2025年3月期は大手EC向け配送業務への

本格参入やビルデリバリー業務の拡張、首都圏における移転業務拡大、㈱ネオコンピタンスの買収により成長

●当第1四半期についても前ページに記載のとおり、幅広い事業が成長を牽引しており、2026年3月期も高い成長を見込む
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(202６.3月期 第1四半期)セグメント別 売上高/利益

●運送事業  ⇒大手ECの拠点間輸送受注拡大、人員投資を行ったオフィス移転事業の拡大、GIGAスクール構想におけるICT機器の

更新に伴うキッティング業務の受注、山神運輸工業㈱においてメーカーや電設工事会社より機械の搬入・据付の受注

拡大等により、増収増益

●倉庫事業  ⇒いずれも10,000坪を超える大型3PLセンターである流山LC、神戸西LC、川西LCの稼働率が上昇したことや、

その他の既存センターの物流効率化が進み、大幅な増収増益

●商品販売事業 ⇒大手インフラ会社向け資材販売の取扱量が増加し増収。人員投資により若干の減益

●ウエルフェア事業 ⇒前期に実施したお客様との距離を近づける小規模拠点の開設効果が徐々に顕在化し増収。更なる事業成長に向けた

人材投資の実施により利益は横ばい

●その他事業  ⇒2024年10月より(株)ネオコンピタンスの新規連結を開始したこと等により、増収増益

（百万円）

1

2025年３月期 2026年３月期

実績 構成比 実績 構成比
前年同期比

増減額 増減率

売上高 11,040 -- 12,956 -- 1,915 17.4%

運送事業 5,883 53.3% 6,582 50.8% 698 11.9%

倉庫事業 3,248 29.4% 3,991 30.8% 743 22.9%

商品販売事業 1,249 11.3% 1,312 10.1% 62 5.0%

ウエルフェア事業 279 2.5% 295 2.3% 16 5.8%

その他事業 379 3.5% 774 6.0% 395 104.2%

実績 利益率 実績 利益率
前年同期比

増減額 増減率

セグメント利益 1,152 10.4% 1,459 11.3% 307 26.6%

運送事業 658 11.2% 802 12.2% 144 21.9%

倉庫事業 286 8.8% 420 10.5% 134 46.8%

商品販売事業 82 6.6% 79 6.0% △3 △3.9%

ウエルフェア事業 46 16.7% 46 15.9% 0 0.3%

その他事業 77 20.5% 109 14.1% 31 40.5%
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2025年３月期 2026年３月期

実績 通期予想

2025年3月期との差

全体に占める
割合(%)

全体に占める
割合(%)

うち上期 うち下期 増減額 増減率

売上高 48,126 -- 51,000 -- 24,500 26,500 +2,873 +6.0%

営業利益 2,739 5.7% 2,956 5.8% 1,427 1,529 +216 +7.9%

経常利益 2,935 6.1% 3,100 6.1% 1,490 1,610 +164 +5.6%

親会社株主に帰属する
当期純利益（円）

1,805 3.8% 2,000 3.9% 960 1,040 +194 +10.8%

１株当たりの
当期純利益（円）

136.77 ― 153.10 ― 73.56 79.54 ― ―

1株当たりの
配当金（円）

42.00 ― 46.00 ― ― 46.00 ＋4.00 ―

●当第1四半期売上高は前年同期と比較し、高い成長を示しているものの、トランプ関税が当社グループの荷主に与える影響が不透明な

状況にあることから、現時点で通期売上高予想は期初予想の510億円を据え置く

●経常利益についても、当第1四半期は前年比49％増と大幅な増益となっているものの、上記記載のトランプ関税の影響や

 事業成長に向けた車両・設備・人材への投資費用が当初想定より拡大する可能性などを考慮し、現時点では、当初見込みの引き上げは

見送っている

●１株当たり配当金は、当初の見込み通り2025年3月期より4円増配し、46円を予定

5

（百万円）

(参考)2026.3月期連結業績予想

期初予想の、売上高510億円、経常利益31億円を据え置く



Copyright © Higashi Holdings Co., Ltd. All Rights Reserved.

.

6

<トピックス①>(株)ピアレスのグループ会社化

●202５年6月に株式会社ピアレス（直近の売上高：3.9億円）が当社グループに加わりました。

●当社グループが展開しているITサービス事業の業務対応力が強化され、ICT機器導入サービスにおける設計、

 導入、運用・保守まで一貫したサービスが可能となり、更なる事業拡大を目指します。

所在地 東京都墨田区江東橋5-13-13 ナガオビル3階

代表取締役 鈴木 謙

設立 １９９５年１１月

資本金 10百万円

事業内容

首都圏でのICT機器の導入時におけるシステムの企

画、キッティング、データ消去、サーバー構築に加え、

常駐・リモートによる運用支援や障害対応といった

幅広いITサービス事業を展開

＜株式会社ピアレス＞

ＩＣＴ機器導入サービスにおける、

設計、導入、運用・保守までの

一貫したサービス提供が可能に

・ 大規模ICT機器導入時の荷受・管理、
キッティングや旧機器回収・データ消去等

・ ICT機器導入時における

 プロジェクトマネジメント、環境構築等の設計

・ IT全般に関するヘルプデスク対応等の運用・保守

〔グループ化によるシナジー効果〕
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<トピックス②>（株）FMサポート２１のビルデリバリー事業

●当社グループの株式会社FMサポート21では、独自のノウハウを活かし、高層ビル内配送を効率化する「ビルデリバリー

事業」を展開しています。

●近年の都心大規模再開発の機会を捉えたビルデリバリー拠点の拡大を着実に進めており、2024年12月にはグラングリー

 ン大阪南館（大阪府）、2025年2月には虎ノ門アルセアタワー（東京都）、2025年4月にはツイン21ＭＩＤタワー（大阪府）、

 2025年5月には赤坂トラストタワー（東京都）での新規ビルデリバリー業務を開始しております。

株式会社FMサポート21が新拠点でのビルデリバリー事業を開始しました。

提供：グラングリーン大阪開発事業者 提供：日鉄興和不動産株式会社

■ グラングリーン大阪南館 ■ 虎ノ門アルセアタワー ■ ツイン21MIDタワー ■ 赤坂トラストタワー
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<トピックス③>X・noteのアカウント開設

●この度、株主・投資家のみなさまに向けて、決算情報・適時開示・IRイベントのお知らせを発信する公式SNSアカウントを

開設しました。noteでは、決算説明資料や、投資家向けセミナーの紹介など、X（旧Twitter）では、開示情報や、

note掲載のお知らせを投稿いたします。

X（旧Twitter)とnoteのアカウントを新規に開設いたしました。

@Higashi_HD https://note.com/higashi_hd

最新情報をお届けいたします。ぜひフォロー・いいねをお願いいたします。
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 本資料は、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資への勧誘を目的としたものではありません。

 記載されている内容は、ヒガシグループの将来についての計画や戦略、業績に関する予想及び見通しの記述が含まれております。これ

らの記述は、当社が現時点で把握可能な情報から判断した仮定及び所信に基づく見込みです。また、経済動向、市場需要、税制や諸制

度などに関するリスクや不確実性を含んでおります。このため、将来の業績は当社の見込みと異なる可能性があります。

 今後、新たな情報・将来の出来事等があった場合でも、当社は、本資料に含まれる業績に関する予想及び見通しの記述の更新・修正を

おこなう義務を負うものではありません。

（注意事項）

IRメール配信登録
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